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第78期（2001年度）の事業報告書をお届けするにあたり、
株主のみなさまへごあいさつ申しあげます。

当期における世界経済は、IT投資需要の減退、米国同時多発
テロ事件などの影響により極めて厳しい状況でありました。わが国
においても、世界経済減速の影響による輸出・生産の減少、企業
の業況判断悪化に伴う設備投資の減少および雇用不安などか
ら生じた個人消費の伸び悩みなどによりデフレ懸念が現実化し、
景気回復のきっかけをつかめないまま1年間が推移いたしました。

当社の事業領域におきましては、パソコンや携帯電話の需要減
退を背景とした世界的な半導体市場の低迷、日本および北米の
通信市場における投資需要の著しい減退など、予測をはるかに超
える厳しい市場環境でありました。

当社は、1998年9月以来、安定収益企業の実現を目指して「事業構造の転換」と「新しい経営マ
ネージメントの確立」を柱とする「フェニックス21計画」に取り組んでまいりました。最終年度である当
期は同計画の完遂により「成果の年」とするべく全社を挙げて計画の推進にあたってまいりました。

また、企業価値増大へのチャレンジを止まることなく遂行するため、2001年4月には次の中期経営
計画である「フェニックス21飛翔」を策定し、当期を「優良成長企業」への変革に向けた「準備の年」
として位置付け、収益基盤の強化に向け、より一層、事業の選択と資源の集中に努めてまいりました。

こうした努力により、収益体質への改善は着実に進んでいると考えておりますが、当期における経
営環境の悪化は予測を越えるものであり、当期の連結業績は売上高6,045億円と前期に比し18％減
少し、遺憾ながら、当期損失340億円を計上するにいたりました。
なお、単独業績につきましては、売上高は4,043億円、当期損失は430億円となりました。

このため、株主のみなさまには誠に申し訳ございませんが、当期は無配とさせていただきたいと
存じます。

今後は、経営環境の激変にも柔軟に対応できる企業構造の構築に向けて「商品開発力強化と販
売力の増強」、「緊急策を含むコスト競争力強化」、「経営マネージメント力の強化」を3つの柱とする
「フェニックス21飛翔」の施策を強力に推進し、早期の黒字転換を目指す所存であります。
また、良き企業市民として、社会に貢献する活動をなお一層積極的に推進するとともに、地球環境
保全につきましても、環境に配慮した商品の提供など環境負荷の低減を継続して推進してまいります。

株主のみなさまには、なにとぞ、倍旧のご支援を賜りますようよろしくお願い申しあげます。

2002年6月

会 社 の 概 要 2002年3月31日現在

商　　　号 沖電気工業株式会社

英 文 社 名 Oki Electric Industry Co., Ltd. 

創　　　業 1881年 （明治14年）

設　　　立 1949年11月１日（昭和24年）

資　本　金 67,862,364,568円

株　主　数 107,165名

従 業 員数 7,393名

沖グループの状況
国内子会社 76社 （内連結子会社39社）

海外子会社 42社 （内連結子会社38社）

子 会 社 計 118社 （内連結子会社77社）

国内関連会社 29社 （内持分法適用会社1社）

海外関連会社 1社

関連会社計 30社 （内持分法適用会社1社）

篠 塚 勝 正
前 田 　 肇
榊 　 靖 夫
小 西 　 博
畑 　 和 徳
伊 野 昌 義
佐 野 勝 彦
前 田 　 裕
田 中 和 男
白 石 吉 勝
稲 川 隆 久
森 尾 　 稔

村 瀬 忠 男
能 勢 　 勇
原 　 説 秀
松 前 晃 庸
杉 本 晴 重
福 村 圭 一
松 井 一 成
北 林 宥 憲
大 内 和 史
川 崎 秀 一
松 下 政 好
谷 口 徹 三
村 岡 達 郎
服 部 　 隆

鈴 木 一 史
芥 川 龍 雄
岩 田 禎 訓

江 哲 夫
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取締役・執行役員 2002年3月31日現在

監 査 役

取締役社長・CEO

篠塚 勝正

（注）
1．＊印は代表取締役であります。
2．森尾稔氏を除く取締役は執行役員を併任しております。
3．監査役のうち芥川龍雄およびp江哲夫の両氏は、「株式会社の監査等に
関する商法の特例に関する法律」第18条第1項に定める社外監査役であ
ります。
4．期末日以降の異動

日　付 異　動　内　容
2002/3/31 榊 靖夫：代表および副社長退任／白石吉勝、稲川隆久：常務退任

能勢勇、松前晃庸、大内和史：執行役員退任
2002/4/1 伊野昌義：代表および専務就任

山根建夫、佐瀬正敬、竹中敬、浅井裕：執行役員就任
2002/6/27 村瀬忠男：常務取締役就任

榊靖夫、白石吉勝、稲川隆久：取締役退任

企業理念
沖電気は「進取の精神」をもって、情報社会の発展に

寄与する商品を提供し、世界の人々の快適で豊かな

生活の実現に貢献する。


